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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ

か や が き

だ い せ ん からすがせん みな  が  せ ん
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ



��

原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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 １．開会

○司会　では、皆様、それでは時間になりましたので、こ

れより、「使うことで守られる自然、人と自然の関係性の

再生を目指して」ということで、草原シンポジウムを開催

させていただきます。

　私は、司会を務める真庭市役所産業政策課の増井と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。

　さて、今、我々はグリーナブルヒルゼンという施設に立

つパビリオン（風の葉）にいるんですけれども、ちょっと

目を移していただいて、あちらですね、サイクリングセン

ターが建っているのですけれども、あちらに見えるグリー

ナブルのサイクリングセンターには蒜山の茅、ススキが

使われていることは皆さんご存じでしょうか。この蒜山に

は広い草原があり、そこで採れたススキを使用してこの

サイクリングセンターは建てられています。

　今日は、なぜススキを使用したのか、蒜山と草原の関

わりやその自然との付き合い方、そして、サイクリングセ

ンターの茅葺きを手がけた茅葺き職人さんのお話を聞

きながら、蒜山の人と自然との関係について考えてみた

いと思います。

２．講演

①蒜山の人と草原の関わりあい

　－蒜山の草原の歴史－

○司会　それでは、早速、蒜山郷土博物館の前原館長

にお話をいただきたいと思います。

　前原館長には、蒜山の人と自然との関わり合いという

ことでお話をいただきます。

　それでは、前原館長、どうぞよろしくお願いいたします。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　皆さん、こんにちは。

どうぞよろしくお願いいたします。

　蒜山郷土博物館及びこちらの蒜山ミュージアムの館

長もしております前原茂雄と申します。今日はどうぞよろ

しくお願いします。

　私が今日お話しさせていただくのは、最初でございま

すけれども、茅、草そのものの役割というものが蒜山の

人 と々どういうものとして受け継がれてきているのかとい

う、少し歴史のような話をさせていただこうかと思ってい

ます。

　この地、真庭市は、林業の里として非常に最近脚光を

浴びておりまして、認知度も高まっております。この今お

話をしておりますＣＬＴパビリオンなんかもその代表的な

ものでございますけれども、これは、実は今、急に盛り上

がったというよりは、随分歴史的には古くから、この真庭

というところは林業の里として知られています。京都や奈

良、大阪といったところの有力な神社、お寺、それから首

都、京都にあります公家とか天皇家とか、そういったとこ

ろの御殿を建てるための建築用材といったものを出す

のがこの真庭ではとても多かったということもあって、都

にも知られた木材供給の地であったということでござい

ます。

　江戸時代になると、津山城の中に粟積櫓というやぐら

があって、それもこの蒜山地域の東茅部というところの

粟住というところから山の木を切って持っていって、やぐ

らを造ったという、粟積櫓というものがあるんだというの

も伝わっておりまして、古くから歴史を通じて木材という

ものが注目されたところでもございました。

　ただし、草とか茅はどうだったのかということなんで

すけれども、草や茅というのは、そんな権力者たちが注

目する材料ということはあまりなくて、どちらかというと庶

民の人々が大切にみんなで守って使っていくということ

が主流だったのでございます。

　ただ、この真庭の中でも牧場とか御牧、オンマキと書

うことで、地域にお金が残りいいことありますよというも

のです。

　２番目が二次的自然からの生産物出荷で、オオタカ

の森の松材なんかがそうですね。茅を売るというのも、も

ちろんそういうものになると思います。

　３番目が自然観光資源でエコツーリズム、これは日

南町のような例で、自然を見に来る。自然に関与しに来

る人たちが増えると、宿泊、交通、土産物購入とか環境

保全協力金が入ります。これはコロナ後を見据えてやる

必要があると思います。

　４番目は企業活動による支援で、例は鏡ヶ成の生態

系管理の場合、サントリーが支援してくれているんです

けれども、サントリーは本業では水が大事ですから。ＣＳ

Ｒ活動というのもあります。それから、生物多様性オフ

セット、これはちょっと難しいんですけれども、小さい字

で書いてありますが、人間活動が生態系に与えた影響

を何か違う場所で補償するみたいな制度ですけれども、

こういうものが例えば制度化されると、今、カーボンオフ

セットってありますけれども、そういうのと同じになってく

ると、自然再生にお金を出すという企業は急に増えるだ

ろうと思います。

　二、三のアイデア。蒜山でやったらいいなって思う私

の個人的アイデアです。

　自然再生塾をつくる、仮称ですね。自然再生について

学びたい人が蒜山に滞在して調査や作業のノウハウを

身につけることができる塾。自然再生の推進、人的ネッ

トワークの構築、滞在による経済効果が期待できる。そう

いう場所をつくったらどうかなということですね。

　次は、ＯＥＣＭという考え方。これは次の生物多様性国

家戦略、今策定中ですが、のりそうです。Ｏｔｈｅｒ　Ｅｆｆｅｃｔｉ

ｖｅ　ａｒｅａ－Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｓというね、難し

い名前がついていますが、要は、利用や管理の目標に

かかわらず、実質的に生物多様性の保全に貢献してい

る保護区以外の地域ということで、これでも難しいです

が、要するに現に自然を守ったり再生していることが実

際にできているところというのを何か認定して大事にし

ていきましょう。これは今後、国とかが推進していく可能

性が十分にあるので、さっきのこの蒜山高原の小さな湿

原みたいなものは、これに当てはめることで、あるいは

草原もそうかもしれませんけれども、何か進む可能性は

あるんじゃないかなと思います。

　これで終わりですね。ちょっと駆け足でしたが、私の話

はこれで終わります。

　ご清聴ありがとうございました。（拍手）

○司会　日置先生、ありがとうございました。

　質問はちょっと最後のほうに回させていただきたいと

思います。

③あたらしい関わり、あたらしい芽ぶき

○司会　続きまして、茅葺き職人さんのお二人にお話を

伺いたいと思います。

　次はプレゼンじゃなくて、クロストークということで、お

二方にお話をいただこうかなというふうに思っておるん

ですけれども、沖元さんと相良さんです。お二人は若手の

茅葺き職人さんとして、全国各地の茅葺きを手がけてい

るというふうにお聞きしています。その中でも、茅葺きとい

うとね、特に古民家とかそういったことを思いつくんです

が、それ以外の、修復だけではない新たな茅葺き、まさ

にサイクリングセンターもそうなんですけれども、そう

いったことにチャレンジをしているというふうにお聞き

しております。そういった新しいことにチャレンジをして

いる思いですとか、自然とのつながり、そういったことに

ついて、少しざっくばらんにお話しいただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、前のほうにお願いいたします。

○茅葺き職人（沖元太一）　茅葺き屋根の仕事をしてい

ます株式会社Ｅａｒｔｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの沖元と申します。

　今回、サイクリングセンターの茅葺きを担当させてい

ただきました。住んでいるところは東北の宮城県石巻市

なんですけれども、生まれも育ちも広島でして、今、広島

のほうで仕事をしています。古民家からこういった新し

い茅葺きまでやっているんですけれども、何とかこれか

らの後世にというか、未来に茅葺きをつなげたいという

思いでやっています。今日はよろしくお願いします。

○茅葺き職人（相良育弥）　私は神戸市の北区という、

神戸市とは名ばかりのすごい農村が広がる地域で、くさ

かんむりという名前で茅葺きの仕事をしています、茅葺

き職人の相良育弥と申します。

　僕も沖元さんと同じようにふだんは伝統的な茅葺き屋

根の修復をなりわいとしているんですが、それに併せて、

茅葺きの民家はどんどん減っていますので、このままいく

と我々の仕事もそうですし、若手の茅葺き職人の将来の

仕事もなくなってしまうなという危惧がありまして、いろ

いろ茅を使って、茅葺きの技術を使って現代的な何か新

しい取組ができないかと思って仕事をしています。よろし

くお願いします。

○司会　相良さんと沖元さんとは、私はお付き合いをさ

せていただいて、いろんな思いを聞いたこともあるんで

すけれども、今日は最初ですので、なぜ茅葺き職人さん

になったのか、ちょっとそこら辺、お二人ともちょっと変

わった経歴というか、茅葺き職人さんは全体的に変わっ

ている方が多いんですけれども、ちょっとそこら辺につい

いてミマキというふうに読んでいます、御牧さんという名

字がところどころにあるんですけれどもね。そういったよ

うな形で、この地が馬などが権力者によって飼われると

いうような場面もどうもあったようでございます。

　さて、この蒜山にも多く広がってあります草原ですけれ

ども、これは草原とか森林、木材だけが重要なんじゃなく

て、その山から生み出される森林資源というものを丸ご

と使うということが特に大事なことでございました。建築

の材料であるとか、あるいはたきぎとか炭焼きに使うも

の、それから、木を切った後は、そこを焼いて、焼き畑の

ような形にして、畑にもします。野菜を作るわけです。それ

から、山には小さな動物、ウサギなんかもいますから、そ

れも獲物になりますし、山には鳥もおります。山菜やキノ

コといったものもある。あらゆるものを資源として使うと

いうことをしてきましたので、草とか茅だけが人々にとっ

て中心的なものであったとまでは言えないんですよね。

みんなそれを丸ごと使っていたという歴史が実はあるわ

けなんです。

　そういった歴史がありますけれども、今日は特に

ちょっと草と茅についてお話ししてみようかなと思って

います。

　今日、私が最初に話をする人間ですので、じゃ何で草

がたくさん必要だったのかという話から少しだけさせて

もらおうと思います。

　皆さんの中には、よくご存じだと言われる方も多いと

思うんですけれども、何で人々が草原、草を必要としたの

か。それはもうすなわち肥料にするためにとても大事だ

からです。古い時代、江戸時代より前あたりは、肥料とい

うのはなかなか今のようないいものがありませんでした

の、草、特に若くて柔らかいような葉っぱをそのまま田ん

ぼに入れる、畑に入れるとか、あるいは枯葉を田んぼ、

畑に入れるというようなことぐらいしか目立った肥料と

いうものはありませんでした。ところが、江戸時代以降に

なってきますと、牛というものが一般の家庭にもいるよう

になりまして、山に草を取りにいって、その草を牛に食べ

させる、そして牛の背中に刈った草を乗せて家まで持っ

て帰って、牛のふんと一緒に混ぜたりしまして、田んぼや

畑に入れるということで、肥料にすると。それは堆肥と言

いますけれども、そういうものに使っていた。つまり草と

いうのは農業を行う上にとっては、欠くことができないも

のとして役割があったわけです。そして、それは、どの家

がどのくらい田んぼを持っているのか、耕作しているの

かという面積に応じて必要とする草の量も決まってきま

した。

　それからもう一つは、自分の持っている田んぼ、畑が

どんな土なのかということも、実は草が必要となる大きな

条件になります。あまりいい土じゃない、条件が悪いよう

な土の場合だと、どんどん肥料を入れて土壌を改良して

いかなきゃいけないから、その分、牛に食べさせる草の

量も多くなっていくということになります。

　それから、その家がどのぐらい牛を飼っているのかと

いうことも、その家で草がどのくらい必要かということに

も関わってきます。ただ、一般家庭で自分の持っている田

んぼ以上に牛を何十頭も持っているということは最近で

したら酪農とか肉牛とかを飼っている場合でありますけ

れども、農業をするだけだったら田んぼの数に比例した

頭数で牛を持っていることが多いので、おのずと草を利

用する面積というのが決まってくるわけなんですが、牛

を飼うのに必要な草をとにかく草原から刈ってきて家に

持って帰るという作業をしなきゃいけません。そうなると、

家と草原（蒜山では草場と言ったりすることもあります

が）、そこと往復するという作業を毎日のように繰り返さ

なければいけません。牛は毎日、餌としての草を食べた

りするわけですからね。

　ではどこの草を刈っていたのでしょうか？まず、田ん

ぼに生えた草といったものが手頃に刈ることができます。

この写真は蒜山のものではないですが、５月ぐらいの水

が張った田んぼの写真でございます。あぜが見えている

と思うんです。こうして見ますと、やっぱり田んぼと田ん

ぼの間にあぜに生えている草というのは、家から近いか

ら刈りやすいけれども、量そのものはとても少ないんで

すよね。だから、どうしても家の周りの草というものは

刈ってしまったら伸びるまで時間がかかる。そのために

は遠くに、やっぱり草があるところにちゃんと刈りにいか

なければいけないということがございました。

　そして、これは蒜山の風景ですけれども、山と家との往

復をしている風景でございます。牛にいっぱい刈った草

を乗せて家路に向かっているというところですね。この

牛に乗せている草の中には、その時々、折々の花なんか

も咲いていたりして、実は遠目に見たら、実際に作業し

ている人は大変だけれども、結構美しいものだったんだ、

季節を感じさせる風景だったんですよというふうに言っ

てくださる地元の古老もおられました。

　しかし、牛を山の上のほうまで連れていくということは、

オオカミであるとか、今はいませんけれども、オオカミ、そ

れからクマといったものに襲われる可能性もありますか

ら、牛そのものに鈴をつけるということをして、熊よけに

したりしたということもあります。私が勤めております蒜

山郷土博物館というところには、この熊よけの牛の鈴と

いうものも残っております。

　そして、これは牛用のわらじです。山の上のほう、結構

遠くまで牛を連れていかなければいけないということに

です。上草場山という表現で書かれているということは、

資料に残っていないんだけれども、中蒜山、下蒜山も、中

草場山、あるいは下草場山というふうに地域の人にとっ

ては呼ばれていた可能性を示しています。そして、集落

があって、その後ろにちょっとした林があって、そしてそ

の後ろに畑があって、そして草原、草山というふうに続い

ていくというのが蒜山の村の風景であったということな

んです。

　これは戦後すぐ、あるいはひょっとしたら戦前かもし

れませんが、このグリーナブルの山を越えた湯船集落辺

りから蒜山三座を写したものです。ちょっと下蒜山は

写っていませんが、左側が上蒜山、右側が中蒜山になり

ますが、上蒜山を見ていただくと、山頂付近までほとんど

草山なんですよね。立ち木がありません。左側の、本当に

左側のところにちょっと黒いところが見えるのが、これが

立ち木です。これは江戸時代の絵図にも、さっき立ち木

が見えていて、山の中でもここの部分は立ち木、木材を

取るための場所なんだよということは、江戸時代から計

画的に決められていた範囲です。それに対して画面の

真ん中辺りにあるところは全て草山。さっきの草場山と

いうふうに言われていた、山の草を利用するという。本

当に山頂付近まで草山として管理されていたということ

が分かります。

　そして、これは山頂付近ではなくて、現在のひるぜん

ジャージーランド付近よりもう少し南の辺りかと思いま

すが、本当に一面が全て草原でございまして、立ち木が

ほとんど見えないというふうになっています。

　そして、これは、今度は下蒜山のほうになります。真ん

中辺りに下蒜山が写っておりますが、少し白黒の写真で

すので、見えにくいかもしれませんけれども、この下蒜山

のほうも、実は現在ほとんどもう山頂近くまで樹木が生

い茂っておりますけれども、これは戦前の写真でござい

ますが、よく見ますと、むしろ樹木のほうが少なくて、草が

非常に多くなっている。ただ、完全な上蒜山みたいに全

部が草というんじゃなくて、結構立ち木も生えかけてきて

いますので、もう山焼きというものが終わってから何年か

たとうとしているという、そういうふうな状況が戦前なの

かなというふうに思われます。

　そして、この写真はジュウロクヤマという、中津加茂と

いうところの奥にある山でして、花園という集落の奥でも

あるんですが、手前のところは、もうこれは蒜山三座では

ございませんが、草山なんですね。蒜山三座じゃない部

分、旭川より南側の部分も草山というのは結構たくさん

あったということが分かっています。

　そして、画面の上の辺りは、これは今度は下蒜山から

現在の犬狭トンネル方面に向けての部分なんですけれ

ども、これもほとんどが全部草山、草原であったというこ

とが分かりまして、つまり上蒜山の辺りから、もうずっと下

蒜山、もう犬狭トンネルの辺りまで山の裾野はほとんど

全てが草原であったということが分かります。

　そして、これも戦後すぐの頃の写真ですけれども、中蒜

山が右、そして左に上蒜山が写っておりますが、その裾

野も含めてほとんどが草山であったということが分かり

ます。

　そして、この写真は手前のところに少し斜面が写って

いますが、これも経塚山というところで、戦前から戦後に

かけてはスキー場としても利用されました。少し斜面が

きついところではありますけれども、ここも草山として使

われていたところです。

　これらの風景写真から分かるように集落の近く、至る

ところに草を取るための草場、草山というものが設定さ

れていたというのが蒜山でございます。

　これはちょっとね、なかなか見づらいかもしれません

が、戦後すぐぐらいのアメリカ軍が作った航空写真、空

中写真なんです。これを見ますと、見づらいとは思います

けれども、画面の上半分ぐらいのところがほとんど白く

写っているかと思います。これは実は草原なんです。だ

から、今はもうこんなことありません。ほとんどがもう森林

地帯になってしまっておりますけれども、草原面積という

のが本当に非常に多かったんだなということが分かり

ます。空中写真というのはそれぞれ年代ごとにいろんな

写真がありますので、それを比較していくことで、どんな

ふうに草原がなくなっていったのかということを追って

いくことも可能だという、そういうふうな研究の使い方も

できる写真なんです。

　そして、今度は茅の話も少ししていきたいと思うんで

すけれども、今、草の話をいたしましたが、今日またテー

マの一つであります茅というものも非常に重要です。茅

も、これは草場と同じように茅場というのが設定されて

おりまして、これは草場とはちょっと別の場所なんかに

あったりします。そこで刈ってきた茅、具体的にはこの後

の方のお話にいっぱい出てくると思いますが、まずは束

にして、そして現場で束にして持って帰るわけです。そし

て家のところに置くわけですが、この写真の中に、長屋

のようなものが真ん中辺りに写っていますが、実はこれ

も茅でふいている屋根なんですね。そして、その中には、

茅を立てて入れます。納屋のようなところに茅をずっと保

存しておくということをやります。これがほかのところの

地域だったら、茅というのはなかなか貴重品でございま

すから、だから、茅をとても大事に扱っていて、あまり野

ざらしにするということもなくて、やっぱり茅ぶき屋根の

ふきかえをしたりするために必要な材料なので、屋根つ

なりますと、悪い道を通ることもある、石がごろごろした

道を通ることもある。そうすると、牛のひづめに傷がつい

て、そこから病気が入ったりして、牛そのものが弱ってし

まうと。それはいけないということで、こういうわらじを編

んで牛に履かせるということを蒜山の人々はやっており

ました。ですから、こういったものを作る文化があったわ

けです。蒜山は、蒜山百日雪の下という諺があって、本当

に冬が長い。なかなか冬は外に出て作業ができません。

その代わり家の中で、春夏秋の農作業等に必要な道具

の準備をするわけです。そういう中で、この牛のわらじと

いうものも雪の中でずっとこつこつと１年間のものを見

越して作りためていくということをやっておりました。

　これはおじいさんがいろりの横でいろいろと冬に、ガ

マと茅で作った春夏秋に使うものを作っているという風

景です。こういうふうな感じで牛のわらじも作っておりま

した。おじいさんの上にはいろんなものがつり下げられ

ています。これがどんどんどんどん増えていくにしたがっ

て、春が近づいてきているというのが蒜山の風景でも

あったようでございます。

　そして、この写真の中で、真ん中に茅葺き屋根の家が

写っていますけれども、その左側のところにちょっとこん

もりとこう盛り上がったところがございまして、これがグ

ロというものですね、これは。グロというのは塊という意

味なんですけれども、コエグロと言います。草を食べさせ

て牛がふんをする。そして、それにまた草とかを混ぜて牛

に踏ませて柔らかくしたものがだんだん発酵していくと。

それを堆肥と言いますけれども、それをどんどんどんどん

冬の間はためて、家の外に積んでおくわけですよ。それ

を積めば積むほど、そこの家は働き者だというふうに言

われたそうでございます。家の横にこうしたコエグロと

いうものがあるというのが蒜山の昔からの風景でもあっ

たわけでございます。

　そして、その堆肥といったものは、冬の間ずっとこの家

の横に置いているかといえば、そうではありません。これ

今写ってありますのは、これは馬ぞりというもので、馬ぞ

りと言うのですけれども、実際は牛に引かせたりするん

です。これの上に、籠に堆肥を乗せて、そして冬の雪がま

だある時に、自分の田んぼのところまで運んでいきます。

　これは空になったところですね。雪の中、牛がそりを

引いています。そして、後ろにおじさんが１人立っていま

すね。

　そして、これが実際に田んぼのほうに向かって雪道を

行っている、馬ぞりに乗せた堆肥を運んでいるところで

す。前に牛がいまして、牛を引っ張っているおじさんがい

て、後ろからそりを支えて、方向なんかをかじを取ったり

するようなおばさんが後ろからついていくと。これも蒜山

では本当によく見られた風景です。

　なぜ雪の中から肥料をまくかというと、雪が解けるの

を待っていたら、蒜山ではもう農業が始まるのが遅いで

すから、駄目なんですよね。だから、雪があるうちにもう

自分のところにまいてしまう。堆肥というのはもともと発

酵したり、ちょっと温かいですから、だんだんその雪が解

けていき、本当に耕作を始めようかなという頃には、土

の表面の上にちゃんと落ち着いているという、そういう

状態であった。そして、雪が消えたらすぐに、今度はまた

牛を使ってすき込んでいくというような、そういうこともよ

く行われていました。

　そして、蒜山の土というのは、ただ、いつからこういう

ふうに草をみんなが必要になったのかということはな

かなか難しいんですけれども、皆さんもご存じかもしれま

せんが、蒜山の土はこういうクロボコという土でござい

ます。真っ黒です。ですから、普通、黒土というのは農業

をするのにはとてもいい土だと言われていますけれども、

実際のところは、火山灰が堆積して、それに植物プラン

クトンなんかと混じり合って黒く化学変化したものです

ので、とても火山性の特に酸性が強い土なんです。酸性

が強い土というのは、なかなか野菜作り、農耕には適し

ていないとされておりますので、そこの中で野菜、農業を

やっていこうと思うと、どうしても土の質を変えていく、土

壌改良していくということが求められるわけです。

　蒜山の人の農業の歴史というのは、土壌改良の歴史

そのものだというふうに言ってもよいぐらいだと思ってお

ります。そのためには、大変広大な草といったものを管

理して、そして、そこから得られる柔らかい草を牛に食べ

させ、堆肥を作るということがどうしても求められてきます。

今日は後にもお話が出ると思いますけれども、そういっ

た柔らかい草、いい草を生やすためには、やはりどうし

ても山焼きというものをしなければなりません。山焼きを

しないと、いろんな樹木が成長してきますので、草そのも

のではなくなってしまうということで、共同で管理して、こ

の草山を守っていくという作業、火入れというものがとて

も大事になってくるわけです。

　そして、これは、江戸時代の蒜山の絵図が残っている

んですね。蒜山中福田というところの中福田村というと

ころに、江戸時代の終わりのほうだと思いますが、絵図

が残っています。その真ん中辺りに、上蒜山が書かれて

おります。でも絵図には上蒜山と書いていないんですよ

ね。ではどのように書いてあるかというと、上草場山とい

うふうな書き方をしています。蒜山という呼称自体は江

戸時代からちゃんとあります。しかし、地域の人にとって

みれば、これはあくまで草場山、草を取るための山なん

だというふうな認識で絵図には書かれているということ

うか、小屋の軒先に茅の束をずっと立てかけています。

何に使うというわけじゃなく立てかけているわけですね。

　これは、畑の一角に、これはまた茅を立てかけている。

これも川上地区です。白髪集落というところですけれども

ね、そういったところに茅を立てている。

　これは、実は、さっきあまり文化がないんだと言いまし

たけれども、この八束地域のところには、やはりこういう

ふうに、新しい茅ですけれども、束ねているところがあり

ます。奥のほうにはまた茅もありますね。

　そして、これは田んぼの中にそのまま茅を立てている。

　じゃ、なぜ茅囲いに使わない、屋根に使わない茅をそ

のまま立てておくかということなんですけれども、冬の間、

風雪にさらしますと、そこにいろんなよい栄養価が高

まっていくということが効果がありまして、それを春先に

なって、さっきの茅囲いもそうですけれども、ちょきちょき

切って、畑とか田んぼにすり込むことによって、肥料とし

て、土壌改良のための役立ちにもなっていくということが

あるんです。そういったものを蒜山の人々は、何か理屈

がどうだとか、どういう栄養価なんだということを全然そ

んな知らなくても、こうするものだというふうな先人から

の知恵というものがあって、それを愚直に紡いでいくと

いう形で土壌改良というものを行ってきたという、そうい

う歴史があるわけなんですよね。

　これもまた、もう畑そのものに茅を切ったものをぼー

んと置いておいて、冬を一冬越させていくというパターン

ですね。

　これが実は蒜山の冬の風景ということになります。手

前にありますのが、これはわらです。ワラグロというやつ

ですね、わらで作ったものがありますが、真ん中辺りに、

家と家の間にコエグロが重なっている。そして雪が左側

からずっとこう積もってきていますけれども、その方向に

向かって茅囲いが作られている。そして、実は、ちょっと

見にくいですけれども、この中には茅を立てているという

ふうな風景もあるわけです。

　最後になりましたけれども、今日は、この蒜山と草原、

そして茅というものについてお話を、どんな歴史があっ

たのかというのをかいつまんでお話ししてきましたけれ

ども、これは最後のほうのトークセッションにも関わりが

出てきますけれども、それをどう生かしていくかということ

が求められているということになっていきます。自然を再

生するということは大切で、こういう草とか茅と人々が結

びついていく文化というものを大切にしたいんだという、

そういう思いというものは、皆さん共通しているかと思い

ますけれども、蒜山というのは、ただ単に生産の場として、

農耕の牛のためだけのものとして草原とか茅場を使っ

ていたわけではありません。お話をお年寄りの方に聞い

てみますと、茅場なんかには、お父さんに怒られて、

ちょっと寂しいから１人で悲しみを紛らわすために行っ

ていた、嫁姑で疲れて、お嫁さんがちょっと１人になりた

いなと思ったときに子供をおぶりながら茅場、草場に

行ったというような話も聞くことがあります。

　それから、歌を詠む、短歌を詠む、俳句を詠むというよ

うな人は、やっぱり草原の瑞 し々いものをどうしても題材

と選びたいということで、地域の人が草場に行って、茅

場に行って作品を詠んだという文芸もあります。

　それから、この写真にありますように、草原のところに、

春を迎えてやっとうれしいなということで、みんなで集

まって酒を酌み交わす、そういうふうな喜びの場、ねぎ

らいの場、懇親の場としても草場、草原は使われてきま

した。

　それから、そういうふうに立ち木がないということは、

この蒜山がとても、岡山県でも発祥の地と言われるス

キーにとってもいいわけなんですね。実はこの写真が

写っているところは、経塚スキー場というスキー場にも

なっております。つまり草原があるということは、スキーを

するのにもとても大事。蒜山の観光文化を支えるところ

にも大きく寄与してきたんだということです。

　そして最後に、大宮踊という盆踊りがあります、国の重

要無形文化財になっています。その大宮踊の中の一つ

の歌詞にこういうのがあるんです。「わしが殿御の草刈

山は、ごぜん・たご平・中の茅」、私とあなたがあいびき

する草山はごぜんという場所、たご平というところ、中の

茅という、それは全部地名なんですけれどもね、そこなん

ですよ。つまり里でなかなかあいびきできない、そういっ

た人々がこっそり内緒で出会って愛を育む、そういった

ものも実は草場にありました。

　だから、生産の場だけではなくて、人間の孤独、心の

問題、喜びの問題、文芸、それからねぎらい、懇親ですね、

それからスポーツ、そして恋愛、様々な人々の、蒜山の

人々の暮らしに、喜びや悲しみの場として寄り添う存在

が草原でもあった。暮らし全般に関わる、人 と々分かち

難い存在の一つが草原であったということも申し上げ

たいと思います。

　それについてどう生かしていくかということは今後の

話になりますが、草原と人 と々いうのが本当にこの蒜山

の人々にとって、喜びや楽しみというものを伴うような新

しい関係性が構築されていくかどうか。そういったところ

はこれからの人々の英知にかかっているんではないか

なというふうに思っています。

　蒜山の歴史をたどりながら、草原との関わり、人間と

の関係性というものを少し、短い時間ですが、たどって

みました。どうもありがとうございます。（拍手）

きのところに大切に保管するということが多いんです

けれども、蒜山の場合は、結構やっぱり茅場という、茅

山がとても多かったので、大事にしないわけじゃない

んですけれども、結構いろいろ野ざらしにしたりすると

いうこともありました。こういうふうな屋根つきのところ

に入れるというのは、屋根ふき用の茅なのかなという

気はしています。

　では茅は人々にとってどういうふうに使われていた

のか。これは雪囲いという、これ茅囲いとも、茅垣とも

言ったりしますけれども、それを作っている風景です。

冬の蒜山はとても風がきつい、そして雪もきつい。となり

ますと、そのままだと家が傷んでしまうんですね。です

から、風雪が激しい方向に茅を束ねたものを生垣のよ

うに立て並べていって、家を守っていくということをやる

ことがありました。

　11月ぐらいになってきますと、蒜山ではだんだん雪

が降るかなというような気候になってきます。この地域

には山のことを「セン」とよびますが、「センワタシ」とい

う言葉があって、大山、烏ヶ山、皆ヶ山など、標高の高い、

いろんなセンがつく山がだんだん雪化粧してきて、最

後に蒜山三座が雪化粧すると、里にも雪が降ってくると

いうふうな言い伝えがあります。蒜山の人々はそういう

山の景色を見ながら、来るべき冬の到来といったもの

を強く意識していて、そして、その中で冬構え、こういっ

た茅を立てて冬に備えていくということを暮らしの中で

やっていたわけです。

　この写真は茅囲いの完成したものですね。この茅囲

いというのをやっている家が今ほとんどなくなってし

まって、私が蒜山に来てから六、七年になるんですが、

その頃はまだ10軒ほどはあったんですけれども、今は

毎年やっているというのは１軒か２軒しかないんじゃ

ないでしょう茅っぱり高齢者のこういう技術を持って

いる方しか作らないというところなんですが、この写真

を見ていただきますと、家の一定方向のところに茅を

束ねたものを立てかけて、そして竹のところにくくって安

定させています。

　そして、これは別の家ですね。やっぱり茅をずっと立

て並べて、雪から家を守る。特に屋根からずり落ちてきた

雪が家の中に逆流したりするのを守るというような意味

でも、雪囲い、茅囲いをします。だから、蒜山の昔の家と

いうのは本当に暗かったんだというようなことを言いま

す。雪が解けて、この茅囲いを取って明るくなったら、

やっと蒜山にも春が来たのかなというふうなことを意識

したということも昔の方はよく言っていますね。

　これが現存している、毎年更新している茅囲いのとこ

ろですね。天王という地区のものですけれども、これは家

全体じゃなくて、家の庭の辺りのところにこの茅囲いを

しています。

　これがその新しい、最近やっているところですね。こ

れは家そのものに立てかけるんじゃなくて、本当に垣根

のように作ります。これ裏から見たものです。棒くいを立

てたり、竹で結んだりして、そのまま立てているだけです

ね。家そのものに密着させているわけではありません。

　これは家そのものに密着させているパターンもある

ということです。こういうふうにもう本当に家の壁全体に

張りつけるような感じで作っているものもあります。

　これはまた別の家ですね。これももう本当に家という

か、小屋のあらゆる面のところにこう立てます。あらゆる

面といいますけれども、それはやっぱり風雪が激しい方

向というものがどうしても中心になります。

　そして、これはちょっと見づらいかもしれませんが、家

と家の裏手のところにちょっとだけ隙間がある、空いた

ところがあると。そういうところにこの茅をちょっと突っ

込んで風止めにしているんですよね。こういうふうな、

少し僅かでありますけれども、茅を今でも使っているお

宅はあります。

　それから、これは畑の茅囲いです。畑の中には白菜と

かいろんなものが冬の間は置いてあるわけですけれど

も、それなんかが本当に雪まみれになってしまったら、

なかなか大変だということで、畑の雪がかぶってしまう

方向だけ、この茅囲いというのをする場合もあります。

　そして、これは今度は樹木とか、そういったものにもこ

ういうふうな茅囲い、茅だけで覆うということをやります。

　これもそうですね。これはツバキです。ツバキが積雪

なんかで傷まないように、枝が折れないようにというこ

とで、茅を全面に立てかけるような形で守るということも

やっています。

　そして、これは今度は草花です。地面に生えている草

花が駄目になってしまわないように、葉っぱが駄目に

なってしまわないようにということで、茅を少し切ったも

のを敷き詰めて、マルチのような感じにもなりますけれ

ども、保温しながら冬の厳寒をしのいでいくということも

されています。

　今写ってきた写真というのは、全部残っているのは、

旧川上地区だけなんですよ。だから、茅が今入手しや

すいところはこういう文化が残っているんですが、茅山

があまりなくなってきた、茅場が少なくなってきた八束地

区にはなかなかこの茅の文化というのが今残りにくく

なっているという現状があります。

　そして、これなんかも、実はこの屋敷のすぐ上の辺りに

は茅を立てているところもあります。これはまた川上地区

ですけれども、これは現在もやっています。家の軒先とい

○司会　前原館長、ありがとうございました。草原が生

産の場だけじゃなくて、心のよりどころというところ、とて

もいい言葉だなというふうに思いました。

　本来であればちょっと一、二問、質問を受け付けたい

んですけれども、前原館長、ちょっと時間も押しています

ので、最後のほうに回して、次の演者のほうに移りたい

と思います。

②自然再生と地域づくり

　－自然を再生するとなにかいいことあるの？－

○司会　続きまして、鳥取大学の日置教授に自然再生

と地域づくりということでお話を伺いたいと思います。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　ご紹介いただきま

した鳥取大学の日置です。今日はよろしくお願いします。

　私、前原先生のお話が面白くて聞き入ってしまいまし

たけれども、ちょっとここ風通しがいいので、茅囲いが欲

しいなというふうに思いました。本当にここ、冬は茅囲い

したらいいかもしれませんね。

　私からは、「自然再生と地域づくり」という題で少しお

話しします。

　自然を再生するということは、最近全国のあちこちで

行われているんですけれども、それによって何かいい事

があるんですかということを、ちょっと考えてみたいと思

います。

　私からは４つほど、それぞれ短いですが、お話しし

ます。

　まず、1つ目に「自然再生とは」。次に、「この地域の近

隣の地域での自然再生の事例」のお話をします。３番目

は、「この蒜山でもし自然を再生するとすればどういうの

が大事なのかな」という点。そして最後には、「自然再生

の進め方」という話をしたいと思います。

　皆さん、自然再生という言葉は聞いたことはきっとあ

ると思うんですけれども、改めて定義みたいなものを話

すと、「過去に失われた自然環境を取り戻すこと」という

ことになっていますね。つまり人間の活動でたくさん自然

がなくなっているので、今残っている自然だけでは足り

ませんということで、それを積極的に再生させるのが自

然再生です。その直接的な目的というのは生物多様性

の保全、これちょっと難しいんですけれども、絶滅に瀕し

ている生物とかを救ったりしていくと言ったら分かりや

すいかもしれませんが、そういうことだとされているんで

すが、実は自然再生というのは、単にそういう生き物、生

物の話にとどまらないわけですね。自然を再生すると、

その再生した自然、難しく言うと生態系なんですけれど

も、生態系からいろんな恵みを受けられます。その恵み

を生態系サービスというふうに言ったりするんですが、

それが確保できたり、享受、受け取ったりできますという

ことで、その中には基盤、調整、供給、文化といろいろな

カテゴリーに分けられているんですが、そういう難しい

話は今日はちょっと省略したいと思います。

　１つだけご紹介すると、文化サービスという点ですと、

さっきね、前原先生の最後の話にあった様々な草原の

恵みがまさに文化サービスです。それからもう一つは、持

続可能な地域づくり。最近はＳＤＧｓという言葉で紹介さ

れることが多いですけれども、その持続可能な地域づく

りに結びつくということですね。自然を再生して大事に

することで、地域が活性化すると。かつてはどんどん開発

して、自然がなくてもいろいろ工場ができたり、雇用が生

まれれば地域が繁栄するというふうに信じられていた時

代もありますが、今はそうではなくて、地域にもともとある

もの、特に自然を大事にすることがかえって持続的に地

域を発展させるんだというふうに考え直されるように

なってきていると思います。

　自然再生のための法律があります。「自然再生推進

法」というんですけれども、これで自然再生協議会という

のを設置することができるんですが、現在26か所、全国

で進行中ということになります。この近くですと、例えば兵

庫県の上山高原とか島根県の中海とか、広島県の八幡

湿原なんかがあります。

　こういうのもののほかに、この法定協議会を設置して

いない小さな自然再生というのもいっぱいあるんです

ね。法定協議会があるのはかなりでかい事業なんです

けれども、そうではない、もっと地域の小さなグループで

やっているような自然再生というのがいっぱいありまし

て、環境省は2015年、ちょっと古いですけれども、小さな

自然再生活動事例集というのを紹介しています。これは

ホームページにも載っていますけれども、これを見ると、

あちこちで取り組まれているのが分かります。

　岡山県ですと、龍泉寺というお寺があるんですけれど

も、その中の小さな湿原の再生なんかがこの近くの事例

としてあります。私、おととい見に行ってきたんですけれ

ども、そういったところがあります。

　今日、私はですね、この近くの事例を４か所ほどご紹

介したいと思います。全部、大学で取り組んでいるもので

す。人がやっているのを聞いてきた話じゃなくて、自分で

やっている話をしたいと思います。

　まず、蒜山高原の地図でいったら右側ですね、東のほ

うに津黒高原というところがありますが、小さい観光地

なんですけれども、そこで湿原を再生している事例です。

ここは最初にエコツアーをやりたいという団体の方が

来られまして、今日も関係の方来られているんですけれ

ども、何か湿原を再生して、そこを環境学習とかに使えま

ようにということで、シャトルバスを運行しているんです

が、シャトルバスの起点は道の駅です。道の駅にこういう

のがあって、ホタルの時期だけ道の駅をやたら夜遅くま

で開けているんですね。そこでアイスクリームを売ったり、

それから、環境保全協力金を500円ぐらいもらったりし

て、頑張っています。それによる収入がないと、やっぱり

ホタルの保全も長続きしませんので、何でもかんでもボ

ランティアでただでいいというんじゃなくて、ちゃんとお

金が回る仕組みというのを考え始めようとしています。

　ここは林業をしているところなんですよ。普通に平凡、

平凡というか、これ人工林なんですけれども、そこにホタ

ルがいっぱいいるんですね。これはかなり手入れがい

い状態に見えると思いますが、実際そうで、間伐をしてい

ます。間伐をすると光が当たって林床植生が豊かになる。

林床に草が生えるとヒメボタルが生息しやすくなります。

つまりここでは林業でちゃんと手入れをするということ

とホタルを守るということが同じ方向を向いているんで

すね。

　さっきのオオタカの森もそうですけれども、林業と生き

物というのをいかに両立させるかというところが大事か

なと思います。

　最後のほうになりますけれども、蒜山で再生すべき自

然環境とは何かということですけれども、さっきから出て

いる二次草原ですね。難しく言うと二次草原、半自然草

原とも言いますが、人手によって維持されてきた草原で

すね。これについては、もうさっき前原先生からいっぱ

い話がありましたので、繰り返しません。課題としては、

山焼き、草刈りの人手確保とかノウハウの伝承、発展、そ

れから利用ということで、草原産物の伝統的、さらに現

代的な利用だと思います。

　私、面白いなと思うんですけれども、こういうふうにみ

んな人が作業しているところ、必ずですね、17世紀のブ

リューゲルの絵みたいになるんですよね。何か本当に昔

のオランダと日本と変わらんなというふうにいつも思う

んですけれどもね。人が作業するって、多分そういうこと

なんですよね。

　次は半自然湿原です。普通、湿原って自然にできてい

るというふうに思うんですが、この西日本の草原は必ず

しも人手が入っていないわけじゃなくて、様々な人手が

入ったんだけれども、自然と人為で絶妙にバランスを

保って湿原になっているところが多いです。最近、蒜山

高原の湿原に赴きまして色 と々調べたりしているんです

けれども、たくさん湿原がありまして、でも放っておいたら

駄目になるんじゃないかなということも分かってきて、今

後どういうふうにしていくのかということが課題だと思い

ます。課題は保全、再生の枠組みづくりとかノウハウの確

立で、利用としてはやっぱりエコツーリズムなのかなと

いうふうに思います。

　あともう一つは二次林ですね。これは伝統的にはた

たら製鉄とか、燃料、肥料の採取の場として維持されて

きたんだと思います。課題は萌芽更新できるのかなと、あ

まりにも大きくなっているのですね。それからナラ枯れが

進行しています。利用としては、やはりバイオマス利用と

か、あとは新炭材、これもバイオマスですけれども、あと

キノコのほだ木みたいな、様々な利用を図っていく必要

があると思います。

　最後のほうね、字ばっかりなんですけれども、自然再

生の必須事項と手順と書いてありますが、簡単に説明す

ると、まず台帳を作りましょう、どこにどんな自然があるか。

２番目に目標を決めましょう。目標を決めるときにどんな

効果があるかを共有しましょう。みんな何か、同床異夢

で違うことを考えていることもあるんですけれども、様々

ないいこともあると思うので、そういう効果を共有してお

きましょうと。

　３番目は土地を確認する。必ず誰かの土地なので、所

有者、それから土地利用の履歴ですね。さっきの前原先

生のお話もすごい参考になりますけれども、それから法

規制がどうなっているかですね。土地所有者の意向とい

うのも大事です。

　４番目が活動できる人材の確保です。地元はもちろん

ですけれども、外部から呼ぶ招聘とか、行事をやるとか、

あるいは企業の社会貢献活動を招くとかいろいろあると

思います。

　５番目がお金です。資金集めなきゃ。市の予算、市単と

いうのは市の単独予算のことですけれども、これ行政用

語ですね。それから、交付金、国や県。それからクラウド

ファンディングもあるだろうし、企業の社会貢献活動もあ

るでしょう。こういうのを一つどれかに絞る必要はなくて、

いろいろ組み合わせてもいいと思います。

　６番目が経済が回る仕組みづくりですね。生産物の利

用や観光ということになると思います。ほかにもあるかも

しれませんけれども、取りあえずそんなところかな。

　７番目が土地利用と人の交流を巡る地元との関係づ

くりですね。地元の人がどう思っているのかなということ

がとても大事ですので、よい関係を構築しながら進める

ことが大事だと思います。

　これが最後かな。自然再生と地域経済の関係ですけ

れども、自然を守る、あるいは再生すると、地域の経済も

活性化する仕組みというのが大事ですよね。４つほどあ

るんですけれども、１番目の地域内経済循環は、さっき

津黒の事例で紹介した薪ボイラーみたいな利用で、よ

そから油買ってきたものが、地元の物に置き換わるとい

せんかという相談があったので、じゃやりましょうという

ことで始めました。最初はほとんど何もない、お金もない

し、土地は誰のだか分からないし、データもないし、何も

ないんですが、やろうよということで調査を始めてやっ

たら、土地は真庭市の土地でした。なので、真庭市の了

解をいただいて、自然再生が小さく芽生えてだんだん大

きく成長していったというところです。

　この自然再生は2012年に開始したので、ほぼ10年

ぐらいたっています。これが自然再生の計画図なんです

が、どういうふうになってきたかというと、まずこれお金

全くないんですけれども、お金は最初にセブンイレブン

に申請したら100万円頂けました。その後は、岡山県の

森づくり基金と真庭市の予算で少しずつ進めています。

　労力ないのはどうするんだということなんですけれど

も、協議会の構成メンバーですね。大学生も入っている

んですけれども、それが毎年作業をしたり、それから後で

紹介する自然再生士研修会なるものを立ち上げまして、

それで労力を賄っています。

　湿原の問題は、大体幾つかあるんですけれども、日当

たりが悪くなるというのがとても多い問題です。特にです

ね、この近くの小さな湿原、大体もう小さいので、周りの

樹林が大きくなると、日当たり悪くなっちゃうんですね。

木を切る必要があるんですが、その木を切るのは大変

です。ここの場合には、近くの津黒高原荘という観光施

設、宿泊施設にたまたま薪ボイラーが導入されたんです。

これは真庭市の方針で、森林バイオマスエネルギーの

利用を進めるということで導入されたと聞いています。そ

れで、その薪ボイラーができたので、真庭市が木を切っ

てくれたんですね。それで一気に湿原が明るくなりました。

だから、薪ボイラーというのがなかったら、つまり森林、

バイオマス利用という発想がなかったら、湿原は再生で

きなかったと思います。

　もう一つは、交流人口を使うということです。都市部か

ら自然再生士を呼んできて研修を行うということをやっ

ています。これはそういう民間資格があるんですけれども、

何か自然を再生したいと思って資格を取った人だけれ

ども、実際にやる場があまりありませんという人をですね、

宿泊していただいて、参加料も少し頂いて、作業もしても

らうということです。これは体験型の観光なんですけれど

も、それによって一気に仕事が進みました。地域側にとっ

ては、観光客や宿泊客が増えますし、我々にとっては作

業が進むし、参加者たちにとっては自身のスキルを活か

した活動の場ができたと思います。

　この津黒湿原の生態系の再生というのは進んでいま

して、ちょっとミニ尾瀬みたいな感じで小さい湿原が再

生できていますけれども、その後は、環境学習施設として

木道を整備したり、展望台を造ったり、パンフレットを刊

行したり、いろいろやっています。今後はこれをどういう

ふうに活用していくかということが課題だと思います。

　２番目の事例は、鳥取県の大山オオタカの森です。こ

こはもともとゴルフ場、リゾート開発が持ち上がったとこ

ろで、開発寸前までいったんですが、バブル崩壊と、それ

からオオタカという希少猛禽類、今写真にあるやつです

けれども、こういう猛禽類の生息が見つかったので、い

ろいろあったあげくにリゾート開発は中止、その土地は

鳥取県に売却されました。その土地を活用して県立のオ

オタカの森をつくりました。猛禽類保護のために100ヘ

クタールの土地を県が買って保護しているところは、日

本で１か所だけだと思います。

　全部マツ林なんですが、これをどのように管理して

いったらいいのかということで、鳥取県から相談を受け

ました。

　ここは、鳥取県のほかに日本野鳥の会鳥取県支部と、

それから大学、この三者の連携でずっと進めています。

2003年からやっているので、もう20年近くやっているん

ですが、松を管理していこうということですね。松林を

放っておくと、だんだんオオタカが住みにくくなります。難

しいことはちょっと省略せざるを得ませんけれども、基本

的には松の密度が高過ぎて、オオタカが中を飛んで餌

になる鳥を取りにくくなるとかですね、松の一番上の層

に次の層が接近して、飛ぶ空間が少なくなるとかいう問

題がありますので、松を間伐したり、ほかの木を除伐す

ることで、５年ぐらい森林を改良していきました。結果的

にすいぶんとよくなったんですが、さらに100年先まで

考えて、実際にはこれ70年なんですけれども、輪伐して

いこうと。輪伐というのは、松を大体ざっくり切っちゃうん

ですけれども、それを計画的に配置して、いつでもオオタ

カが営巣できるけれども、松が更新していくと、そういう

複雑な陣取りゲームみたいな、計算するんですけれども、

それを考えました。これ実際に実行されています。

　どんなふうになるかって、こんな感じで、まずはざっくり

切るんですね。そうすると、天然下種更新と言って、松の

種がいっぱい飛んできて、もう物すごい数飛んできて、自

然に松が再生していきます。ですから、１本も松を植えま

せん。やっているのは、下刈りと言って、生えてきた草を５

年ぐらい刈るだけです。３年目ぐらいになると、こういう

ススキ草原みたいになるんです。ススキ草原の中に松

が点 と々あるような状態になりますが、やがて松のほう

が大きくなって、ススキは消えていきます。

　この松がね、すばらしい松。これダイセンマツと言うん

ですけれども、昔からブランド材で、特に日本家屋のは

り材に使われています。マツヂカラという言葉があるそ

うですけれども、はりには松が最適。ところが、この松が

だんだん衰退していたのを、このオオタカを守ることに

よって松を切る。松を切ることによって、それがお金にな

る。そのお金をオオタカの森の維持費に充てるという自

立経営可能な自然保護区を目指しています。

　３番目は、隣の江府町。これドローンで撮った写真な

んですけれども、湿原がど真ん中にあって草原がある、

鏡ヶ成というところです。蒜山と並んで人気のある観光

地です。ここよりも標高が500メートルぐらい高いところ

で、より寒いところです。国立公園の集団施設地区という

のになっていまして、宿泊施設、スキー場、キャンプ場な

どが一緒にあります。近くにある象山という山に登って写

真を撮ると、こんなふうになっているんですけれども、こ

の広 と々した草原がなぜ維持されているかというと、古く

はもちろん放牧です。明治期より軍馬の放牧地があった

そうで、もっと古くから草原だったと思いますけれども、

昭和中期ぐらいまでは広く草原でした。

　ですが、戦後、燃料革命以降だと思いますが、特にこ

の草原は放棄されるわけですけれども、ここに限っては、

宿泊施設があって、休暇村なので、スキー場として維持

してきたんですね。維持の仕方は、火入れじゃなくて、も

うひたすら草刈り。休暇村の職員が直営で、もうこれ全

部草刈っているんですよ、もう信じられないぐらいなん

です。ただし、ど真ん中の湿原だけは刈らないんですね。

なので、湿原だけちょっと木が生えたりしていると思いま

すが、こういうところです。ですが、さすがにそれは無理

だろうということで、数年前から火入れを再開しています。

　この黒で囲ったところが火入れと草刈り、山焼きと草

刈りをミックスさせているところで、ほかのところはまだ

依然として草刈りのみですが、だんだん山焼きを増やし

ています。真ん中の湿原は、放っておいたらだんだん木

が生えてきたりして、湿原じゃなくなってきたので、これも

何とかしなきゃということになっています。

　やっていることなんですけれども、数年前から湿原の

再生ということで、これは生えてきちゃった木を切ったり、

それから堰を作って地下水を上げるという、よく湿原再

生では行う仕事なんですけれども、こういうことを環境省

と、それから休暇村、地元の江府町、大学、自然公園財

団、それからここの場合には、サントリーが水源地にし

ていますので、サントリーも参画して進んでいます。そう

いういろんな関係者が連携してやっています。

　こういういろいろ新聞記事になったりしているんです

けれども、ハイイヌツゲという湿原の中に入りやすい木

を切ることによって、大分明るくなりました。

　これは堰を作ったんですけれども、思い切って切り貼

りして、湿原を増やしています。こうしないと、あまりにも

湿原の面積が狭いので、お客さんが来ても、どこが湿原

ですかということになりかねないので、かなり思い切っ

たことをやっています。これは環境省の予算でやっても

らいました。

　最初に、先に湿原の再生をしていたんですけれども、

周りの草原の維持がまた問題だということになって、草

原管理の効率化とか、それから質の向上ですね。どうし

ても草刈りしていると、草刈りだけだと、草原の中に低木

が生えてきます。ここだと多いのがサワフタギという木と

かが多いんですけれども、いつの間にかそういうのが混

じっているんですよ。そうなので、火入れをしてみた。火

入れは最初、おっかなびっくりだったんですけれども、

やっているうちにだんだんノウハウがみんな分かってき

まして、面積も増えています。やっぱり山焼きをすると、草

原の質がよくなります。木が減りススキだけになったり、

それから、山焼きと草刈りを組み合わせたところでは野

草が明らかに増えて色とりどりの花がみられるというこ

とで、とても観光上もいい草原になってきていると思い

ます。

　最後は、日南町という鳥取県で一番南西部にある町

のホタルによるエコツーリズムですね。ここのホタルは、

特徴がヒメボタルとゲンジボタル両方見れますよという

ことで、これヒメボタルと言うんですけれども、完全に陸

生のホタルです。１年中１回も水の中で生活しない。ゲ

ンジボタルはみなさんよく知っているように、幼虫が水

生ですけれども、ヒメボタルは山の中にいます。ここでは

２つ、両方同時に見れるというのが最大の売りです。

　ここは2005年から調査を開始しまして、何といっても

地元が熱心です。地元のまちづくりの会がですね、もう何

が何でもホタルを守ってまちおこしをしたいというすご

い強い熱意を持っていまして、ここに書いてあるように、

日南町では地域振興とホタル保全というのを両立させ

て、エコツーリズムに結びつけて、そしてお客さんを増や

そうというかなり明確な戦略があります。現在、エコツー

リズム推進法の認定を受けようとして、今年３年目で鋭

意検討中というところになります。ですが、ここまで来る

のに15年ぐらいかかっています。

　これが地元で取り組んでいることなんですけれども、

ホタル、当然、光害に弱いので、車が来ないように、最初

お願いしていたんですけれども、最近は道路交通法を適

用して、一時的に通行止めにしたり、様々な観察のため

のルール、これを取り決めています。それもあまり押しつ

けがましくないようにいろいろ工夫して楽しくやるように

されていますね。

　それから、結構商魂もたくましくて、ホタル関連の様々

な製品が開発されて売られているんです。車が行かない

てお伺いできればと思うんですけれども、お願いできま

すか。

○茅葺き職人（沖元太一）　じゃ僕から、よくどうして茅

葺き職人になったんですかって行く先々で聞かれるんで

すけれども、実は最初、特に茅葺き職人になりたいと

思ってなったわけではなくて、たまたま学生時代のとき

に茅葺きの会社の社長さんと出会って、何か面白いこと

やっているなと思って、来たかったら来ればと言われた

ので行ったのがきっかけだったんですけれども、それで

ただそこで、ここはススキですけれども、ヨシの刈り取り

をやっているところでして、ヨシの刈り取りと茅葺きの仕

事をやっているところで、やっぱりヨシわらも、ヨシを刈

らないと、そこに生きる生き物も生きていけないし、刈り

取ることで鳥もやってくるし、今度それがまた土に返って

いくという、何かそういう循環する素材だというのがすご

く面白いなと思っていて、その頃、ヨーロッパで新築の茅

葺きも建てられている写真を見せてもらって、それがすご

く格好いいなと思って、それが今に至っております。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕もですね、よく茅葺きを始

めたきっかけを聞かれるんですけれども、一言で言うと、

たまたまでして、何だろう、もともとお百姓さんになりた

くて、何か米作ったりしていたんですけれども、あるとき

ちょっとお米を作って、米は食えるけれども、飯食えな

いみたいな、お金がないような20代前半を過ごしてい

たんですけれども、１、２、３月と農閑期にちょっと現金

収入を得るために茅葺きのアルバイトに行く機会があ

りまして、そこで親方に出会って、阪神・淡路大震災を

経験したというのがあるので、何か自分の食べる物は

自分で作って、身の回りのことは自分でできるようにな

りたいなという意味で、100の技を持った者という意

味で百姓になりたかったんですけれども、そういう思い

で茅葺きのアルバイトに行ったときに、茅葺きの親方に、

百姓になりたいんですけれども、まだ３つぐらいしか技

がないんで三姓ですみたいな言い方をしたときに、

じゃ茅葺きやったらいいじゃないかと言われて、茅葺

きの仕事の中に100のうちの10ぐらいの技があるの

で、よかったらやってみないかと言われたのがきっか

けで茅葺きの道に入りました。

○司会　ありがとうございます。

　２人とも最初からなりたいというわけではなくて、やっ

てみたら、その中で面白さに気づいたというところだと

思うんですけれども、具体的にやってみて面白い、今もお

仕事でやっていると思うんですけれども、面白い点とか、

ここが魅力だというところがあったらちょっと教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。結構、僕が思う

には、茅葺きの技術って単純と言えば単純だと思うんで

すけれども、ただ、例えば素材であったりとか、そこにあ

る屋根であったりとか、前の職人さんがやった仕事で

あったりとか、それによってすごく同じものがないぐらい、

常に考えて、いかに水をきれいに流して長くもつ屋根を

作っていくかというところがすごく大事だと思っています

けれども、それを考えて、その場その場でどうやったらい

いんだろうってやっていくのが面白いのと、何ていうんで

すかね、あとはある意味、腐れていくのが面白いという

か、もちろん長もちはさせないといけないんですけれども、

腐れることで完全になくなっていくというか、土に返って

いくので、その辺もすごく面白いんですよね。

　今、古い屋根を修理しているんですけれども、屋根の

上でも土になっていて、そこからもうごろごろカブトムシ

の幼虫とかが出てくるし、だからもう、その場で土になっ

ているということも、普通、何か今ある、身の回りにあるも

ので置きっ放しにしていたら土になるっていうのはまず

ないよなと思いながら仕事をしています。

○茅葺き職人（相良育弥）　面白さって色々あるんです

けれども、技術的にもやっぱり、茅といっても自然のもの

なので、同じような茅はないので、それを一つ一つ見て

考えながら屋根に収めていくというのと、あと、人間の都

合で仕事しているんですけれども、そこに人間以外のも

のが物すごくたくさん関わっていて、まさに先ほどお話が

あったように茅場のいろんな動植物とかも関わってきま

すし、もしかしたら茅葺きの家に代々住んできたご先祖

様ももしかしたら喜んでいるかもしれないなとか。何か

人間の存在を超えた中で仕事しているような感覚に陥

るときがたまにあって、何かそういうところにつながれた

瞬間は、ものすごく幸せですし、何か面白いなと思うよう

なことはあります。

○司会　ありがとうございます。何となく自然とつながる

みたいなところが、さっき沖元さんは土になるというよ

うな話があったり、自然とつながるというところなのか

なというふうに思ったんですけれども、なかなか茅葺き

だけやっていると、瞬間瞬間にはあるのかもしれませ

んが、その裏側というか、例えば蒜山なんかちょっと草

原みたいなところがあるんですけれども、実際、茅葺き

職人さんがそういった草原に行かれたりとかっていう

のはあるんですかね。もしあれば、例えば蒜山の草原

に来て感じた感想とか、ちょっと蒜山の草原の魅力的

なところが、もし何か感じるところがあれば教えていた

だきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　あまり植物のこと詳しくない

んですけれども、ただ、僕は茅葺き屋根を残していくとい

うか、そういうものをやっていくとなると、やっぱり今、茅

で動ける環境をつくるのが僕の仕事だったので、ふだん

親方して、現場を仕切ってやっているんですけれども、２

番目っていいなというのをここですごい、あとちょっと向

いているなというのを思いながらやっていたんですけれ

ども。でも、本当にこんなに大きな規模で新しい落とし込

みの茅葺きというか、デザインの茅葺きをやることはな

かなかなくてですね、やっぱり沖元さん言ったように、後

半、追い込まれていろんなところに声をかけまくって、集

まってくれた若い十何人かのメンバーでやれたというの

が一つとても大きなことだったと思うし、これから恐らく

こういう類いの茅葺きの仕事が増えてくると思うので、今

回来てもらったような若い連中が今度は親方をはって、

何か新しい茅葺きの取組をしてくれればいいなという意

味で、何かすごくターニングポイントというか、意味のあ

る仕事だったなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　オープニングセレモニーのときにも時代の変換点に

なる建物じゃないかというお話を相良さんがしていたの

がすごく印象に残っているんですけれども、具体的にこ

れまでの茅葺きと、もしあるとすれば、これからの茅葺き

みたいなところで、何が違うのか。例えば国内と国外を

比べてかもしれませんけれども、どういった茅葺きが今

後広まっていく、広まればいいなというふうな思いがあ

ればちょっとお聞かせいただきたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、何ていうんで

すかね。僕はこういった新しいものがどんどん増えて

いってほしいという思いがあるんですけれども、それは

古いものというか、今までの伝統的なものを否定するん

ではなくて、やっぱり新しいものがあるからこそ古いほう

にも目が向けられるし、古いものがあるからこそ新しい

ものにも目が向けられると思っているんですけれども、何

かそこを相乗的に茅葺きが残るじゃないですけれども、

どんどん次に次につながっていけばいいなと思ってい

るんですね。そのためには、もちろん屋根もなんですけ

れども、こういう天井であったりとか、こういう壁であっ

たりとか、もっと若い人が、若い人というか、いろんな人

がこれ格好いいねとか、何か昔ながらのではなくて、原

風景的でいいねという、そういう価値観のほかに、こう

いう格好いいねとか、何かきれいだねとか、何かそうい

う別の価値観のものをまた新たに創造していって、こう

いうものと今までのものがある時代というか、何かそう

いったものを目指していけたらいいなって思っています。

そうすることで、ただ単に茅葺きだけではなくて、そのた

めには、そのためにというわけではないですけれども、

そういうことがあると、草原も維持されていくし、技術も

残っていくし、しかも環境云 と々言われている時代の中で、

自然素材ですし、土には返っていくし、何かいろんな意

味で、いろんな意味というか、いろんな価値が残っていく

ような、何かそういうものをつくっていけたらいいなと思

いながらやっていました。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か僕も同じような思いな

んですけれども、何か10年ぐらい前から新しい何か茅

葺きでできないかと思っていろいろやってきたんですけ

れども、最近、今まさにこうやって目の前に現実として現

れたり、社会実装されてくることが当たり前になってきた

ので、何か逆に茅葺きの持っている当たり前のものを当

たり前に大切にするというのがすごく大事で、例えばここ

も蒜山の茅を使っているから僕は応援に来ましたけれ

ども、何かこれを使いやすいから外国の茅でやるからと

いったら、僕は来なかったんです。何かそういう何だろ

うな、形だけ茅葺きが残ればいいとは一切思っていなく

て、やっぱり草原にしっかり関わったりとかですね、それ

で最後はこれちゃんと土に返すと。地元の人が手伝って

くれるとか、何か茅葺きの持っていた伝統的ないいとこ

ろをしっかりと引き継いで、伝統の延長線上にある現代

のものというか、何かアップデートしたようなものを僕も

沖元さんもつくっていきたいなと思うので、恐らくこれか

ら日本中にいろんな茅葺きの見たことないようなものが

ちらほら出ると思うんですけれども、そういうのに皆さん

出会ったときに、そこのバックグラウンドまでちゃんと見

て、これは茅葺きなのか、茅葺きっぽいものなのかみた

いなところを見極めていくことが大事かなと思うので。

我々はそういう意味では、うそをついていないというか、

ご先祖様が見ても怒られないようなものをつくっていき

たいなというふうには思います。

○司会　まさに冒頭の前原館長のお話、歴史の下にこ

れからの利用をどう考えていくかというところにつながる

のかなというふうに思いました。とてもいい話だと思いま

す。ありがとうございます。

　ちょっと最後の質問になるんですけれども、今回これ

をオンラインで配信もしていますし、今後アーカイブもし

ていこうというふうに思っています。そこでちょっとお聞き

したいんですけれども、あのサイクリングセンター、来ら

れる方も、今もすごい多いんですけれども、見どころとい

うか、こういったところを見てほしいとか、ポイントにつ

いてちょっと職人さんに聞きたいんですけれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　遠くから見てきれいだなっ

て見てもらいたいですけれども、あとは、何ていうんです

かね、施工しているときに一番僕がいいなと思ったのは、

やっぱり天井の中心があるんですけれども、そこを見上

げると、茅の向きによって外にすごい広がっていくように

見えるんですね。あまり触らないでほしいんですけれど

葺きがある意味というのが、ただ単体として茅葺き屋根

を残していきましょうではなくて、その先のつながり、何か

こうもっと複合的な見方として、例えば草原を守っていく

とか維持していくとか、何かそういうつながりがあること

で茅葺きがある意味というのがあるんじゃないのかなと

思っていて、そうすると、草原に行くと、こんなふうに生え

ているのかなとか、またそこに植物があったりとか。ここ

では植物を守るために何かきちんと手入れされていたり

と茅っぱりそれを人が関わって維持していくことで残っ

ていくというか、そういう自然というかですね、植物で

あったりとか、動物であったりとか、何かそういうものが

あるんだなというのをすごく何か行くことで実感できるな

というのがありますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　僕も、何でしょう、茅場とい

うのは必ず茅葺き職人と関わる場所で、大工さんにとっ

て山みたいなもんなんですけれども、意外と茅場に関

わっている茅葺き職人って少ないというか、屋根ふきだ

けしている人が多いんですけれども、何か単純に植物

が昔から好きだというのがあるので、何か屋根をふくと

きに茅の束をほどいて並べていくんですけれども、ほど

いたときに、何かリンドウとか、キキョウはなかなかない

んですけれども、オミナエシとかツリガネニンジンと茅

マラッキョウとか、いろんな草原に咲いている植物が混

ざっていると、本当はススキ以外に入っているとあまり

よくないんですけれども、何かにたにたと眺めて集めて

しまうというか、というような喜びがあったりするので。

今日来ている２人は茅刈りとかも含めて草原には思い

切り関わっているんですけれども、何か全国の茅葺き職

人ももっと草原に関わって、自分たちが使っている材料

がどういうふうに育って、そこはどういう場所で、どんな

人たちが思いを持って管理しているかというのを知っ

てほしいなと思います。

○司会　そうですね。蒜山だと、今日のシンポジウム以

外にも茅刈りのイベントをやったりとか、そういったつな

がりが見えるというところが一つ面白いところなのかな

というふうに思います。まさにこちらのサイクリングセン

ターもそういったつながりが見える一つなのかなという

ふうに思うんですけれども、そこのサイクリングセンター

の茅葺きをやってみて、ちょっとほかの茅葺きとの違いと

か、苦労した話とか、多分積もる話があると思うんですけ

れども、このサイクリングセンターの茅葺きについてお

話をいただけないでしょうか、沖元さん。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね。今までやった

ことのないようなことをやったので、どういうふうにやっ

たらいいのかなというのが一番悩みでもあり、何かすご

く楽しみでもあったんですけれども。今回、蒜山にある建

物を蒜山の茅を使って、しかも、ススキってすごく２メート

ル以上あって長いんですけれども、今回のこの建物の場

合は屋根というか、天井が厚みがあまりないので、切っ

て使っているんですけれども、その切って束ねる作業を

地元の方に手伝っていただいて、地元の方、11人の方

に手伝ってもらって、僕らが来てふいたんですけれども。

なかなかそういう地元の素材を使って、地元の人にもた

くさんの人に関わってもらって、そういった建物を造ると

いうのがなかなか今ないことだなと思って、それがすごく、

もちろん隈研吾さんという有名な方が設計されて、それ

に茅葺きが取り入れられたというのはすごくうれしいこ

となんですけれども、それ以上にたくさんの地元の方で

あり、地元の素材が使われてできたということがすごく意

義のあることだったんじゃないかなというふうに思って

います。

○茅葺き職人（相良育弥）　沖元さん、もっと苦労した

話をしたほうがいいんじゃないですか。

○茅葺き職人（沖元太一）　苦労は、本当に、ふだんは

上から屋根なんで、立ってこう作業をするんですけれど

も、見てのとおり逆さまなんで、本当にこう見上げた状態

でずっとやっていたんですよね。例えばネックピローを

買ってきて、何かこう楽になるかなとか、いろいろやって

みたんですけれども、あとは常にどうやって収めたらい

いのか、例えばガラスの際であったりとか、どうやったら

いいんだろうなって、もう常に考えていないといけないと

いうか、考えてもできるものではないんですけれども。何

かそこがすごく大変だったのと、ただ、大変の中で、さっ

き言った地元との関わりもありつつ、あと、最後の１週間、

本当に若手というか、僕ら世代から下の職人たちが全

国から十何人か来てくれて、最後、みんなでこう、何とか

完成しないといけないという、ちょっと工期がない中

やっていたんで、その一つの目標に向かってみんなが

助けてくれて、それで収まったという、何かいろいろ考え

て、ずっと黙 と々やっていた、その苦労がすごく報われた

というか、すごくありがたくて。なかなかふだん現場に

行っても、大体四、五人とかでやるんですけれども、職人

が十何人がいる現場って、どこを探してもないんですね。

だから、本当にそういった意味では、それも本当に一つ

貴重な経験というか、貴重な機会だったなというふうに

思っています。

○茅葺き職人（相良育弥）　もうほとんど沖元さんが話

してくれましたけれども、ここのサイクリングセンターは

沖元さんが仕事を受けて、くさかんむりが応援に行った

というような形なので、僕は２番目でやいやい言ってい

ればすごい楽だったので、沖元さんが感じたような苦労

は僕は感じてはいないんですけれども、沖元さんが全力

ろにも、この茅を、大いに蒜山のものを使っていっていた

だけたらいいんじゃないかな。そういうふうなことで、本

当に地元の人々が地元の材料で、そしてその地元の材

料で造られたお堂をみんなが大切なものとして使って

いこうというふうな、言葉としてはそれこそ本当ＳＤＧｓ的

なものがですね、見た目でも、あるいは心のよりどころと

しても残っていくんじゃないかなという、そういうふうな

活用の仕方ということも、今後は地域的な特性としては

大事にしていったらいいんじゃないかなというふうに今

は思っています。

○司会　ありがとうございます。

　伝統の中で残すというところの大切さかなというふう

に思うんですけれども、日置先生、自然再生と伝統技術

みたいなところのつながりというか、関係性というのは

具体的に何かあったりするんでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　生態系を再生す

る技術そのものは、技術的に追及していけばできるんで

すけれども、一番僕らに欠けているのは、自然から出てく

るものをどう利用するかということです。今日もね、茅囲

いの話とか、私、不勉強であまりよく知らなくて、非常に新

鮮だったんですけれども、その自然再生に関わってくれ

る人たちも、それがどういうふうに利用されて、例えば茅

なら茅がどういうふうに利用されているとかあまり意識

していないし、分かっていない。私も分かっていない。そ

れが分かると、もっと深くできる。こういうふうな茅にする

んだったら、こういう焼き方したほうがいいのかなとか、

だんだんそういうふうになっていくと思うんですね。利用

を考えた上での自然再生というのができたらもっといい

んじゃないかなというふうに思っています。

　松林の場合にははり材ということで非常にいいのが

できる。あれもやっぱり間伐したりしていいのをつくろう

としているんですけれども、例えばですけれども、そういう

のがあると思います。

○司会　なるほど。つながりの中での見える化ですね。

そういったところなのかなというふうに思います。

　そういった意味では、まさに茅葺きなんかも、草原と人

をつなぐ一つのツールというような見え方もあるのかな

というふうに思うんですけれども、具体的に例えば茅を

通して、都市部の人と交流したりとか、何かそういったと

ころが現実的にできるのかどうか、実際にやられている

事例もあるのかどうか、茅葺き職人さんお二人にお伺い

したいと思うんですけれども、何かそういったつながり

のつくり方みたいなところについてご紹介いただければ

と思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何か事前に写真を送って

いたんで、それでしゃべってもいいですかね。何ていうん

ですかね、新しい需要をつくってみるというのも結構大

事だなと思っていて、既存の茅葺き民家は修復があるの

で、必ず葺き替えがあるので、そこには大量のススキと

かが必要になってくるんで、使われるんですけれども、と

はいえ、初めに話したように、茅葺きの家って減っている

ので、何か新しい需要、今の世の中の中で探っていくと、

こうやって壁面に茅を用いたりとかですね、これはイベ

ントのステージとか、こういうふうに仮設物で法的に建

てれる場合は、こういうふうにつくってみたり。これは竹

と稲わらを使っています。

　次、お願いします。

　これは何かこれぐらいの大きさの壁かけのアートワー

クなんですけれども、最近、何か芸術系、アート系、美術

系みたいな人たちが結構純粋に素材の面白さとして茅

を見てくれているので、そういう注文とか需要があって、

こういう壁かけの作品を作ったりとかですね、次、お願

いします。こういうオブジェなんですけれども、ちょっと日

常的な使い方じゃない使い方でこういう作品を作った

りとかですね。

　次、お願いします。

　これはこの間納品したんですけれども、お花の作家さ

んが花を飾るための背景が欲しいということで、ススキ

と稲わらで作った作品です。

　次、お願いします。

　こんな感じで、美容室の内装であったりとか、何か伝

統的になかったようなマーケットとか需要というのが現

代には結構あるなということが分かってきたので、何か

逆に出口を先につくってから茅を使っていくような流れ

というのも、何か一つありなんじゃないかなというふうに

思います。

　沖元さん、何かありますか。これがまさにそうでしょう

けれども。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、僕も何か頼ま

れて、茅葺きのソファーを作ったりとか、何かそうですね、

茅葺きというか、そういうススキでできた、何でできてい

るんですかとか、そういうきっかけづくりですかね。そこ

から何かつながっていけば面白いなと思ってやってい

るんですけれども。

○司会　ありがとうございます。きっかけというところで、

草原だけじゃないと思うんですけれども、自然とどう関わ

るか、そのきっかけをどうつくるかというところが非常に

大事になってくるのかなと。そういった部分で、前原館長

の話も一番最初にあったんですけれども、なかなか草原

に入らなくなってきていると、自然に入らなくなってきて

いるということで、もう一度そのきっかけをつくろうと。そ

ういった一つのツールとして茅葺きがあったりとか、自

も、見上げて何かこういう空間もあるんだなというところ

を見てもらえたらいいなと思うのと、最初に言ったように、

あまりこうじっと見ていると、いろんなところにあらが見

えてくるので、ぼやっと見てもらったほうがいいのかなと

思います。

○茅葺き職人（相良育弥）　何かふだん、普通の茅葺き

屋根ってもっと高くて遠いところにあるんですけれども、

これは本当に、触っちゃいけないんですけれども、触れ

るぐらいの距離にあるので、何かこの距離感で茅葺き見

れるところってなかなかないので、そういう身近に茅を

感じてもらえたらいいなと思います。

○司会　ありがとうございます。私も次、そういった目で

見たいなというふうに思います。

　もしよければ、このシンポジウムが終わったとき、

ちょっとご案内いただくことは可能ですよね。ありがとう

ございます。では、終わった後に、職人さんがちょっとサ

イクリングセンターのほうも案内していただけるそうな

ので、お時間のある方はご同行いただければと思います。

　では、沖元さん、相良さん、ありがとうございました。

○茅葺き職人（相良育弥）　ありがとうございます。

○茅葺き職人（沖元太一）　ありがとうございました。

○司会　これからトークセッションのほうに移りたい

と思います。少々お待ちください。

３．トークセッション

　－これからの人と自然との関係について－

○司会　準備ができましたので、これからトークセッ

ションに移りたいと思うんですけれども、その前に、前原

館長、日置先生、それから茅葺き職人さんにお話を伺い

まして、質問の時間を取れませんでしたので、何かこれま

での発表の中でご質問等ある方おられましたら、先に受

けたいと思うんですけれども、会場のほう、いかがでしょ

うか。大丈夫ですかね。

　では、大丈夫そうなので、トークセッションのほうに移

らせていただきたいと思います。

　では、先ほどお話の中で非常に印象的だった部分と

しましては、歴史を基にこれからの利活用を考えるとい

うところが前原館長の話にしても、それから日置先生の

話にしても、過去どういう利用だったかというところが大

事だというお話もあったかと思います。

　そういったところで、具体的にどういった蒜山の歴史

ですとか、職人さんの技術を残していけばいいかという

ところについて、なかなかアイデアがないのかなという

ふうに思います。そういったところについて、何か今思っ

ていることがあれば、こういった形で歴史が残っていく

のじゃないか、技術が残っていくんじゃないかというとこ

ろについて、皆さんにお話を伺いたいと思うんですけれ

ども、前原館長、最後のほうでもお話しいただいていたと

思うんですけれども、歴史の残し方といいますか、そう

いったところについてちょっとお話をお伺いしてもよろし

いでしょうか。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原は非常に農耕

と結びついていた歴史というものがやっぱり解体したと

いいますかね、衰退しましたんで、地域の共同体でそれ

を管理していくということがなかなかしにくくなってきた

ということもありますから、その草原を守りたいという目

的を持った人々が緩やかにつながっていくという形で管

理していったり、維持していくということが大事になって

きているんじゃないかなと思っているんです。

　今日、日置さんのお話にもありましたような生物多様

性を本当に維持していくために、とても尽力する、あるい

はお二人の話にあったような建物の屋根を造っていく

ための材として茅を大切にしていくとか。いろいろなそ

れぞれの目的を持った方が集まっていくということがあ

ります。

　一方、歴史的なことということになってくると、少し限定

されてくるかもしれませんけれども、やっぱり茅とか、ある

いは草原といったものを維持したり活用していくための

道具とか技術といったものが継承されていくということ

が必要かと思いますし、それから、新しい茅の利用の中

で、先ほども新しいものと古いものというのは、やっぱり

それぞれの価値がちゃんとあって、それをどちらかに偏

るんじゃなくて、そういったものをお互いを意識していく

というのかな、そういったことが大事で、そのためにはか

つての技術とか道具といったものをどういうふうに新し

く使っていくかとか、かつてはどうだったのかというよう

なことを改めて知っていくということが必要になってくる

かなと思います。

　それからもう一つ、茅に限定していくと、どういうふうに

利用していくかということになってくると、実はこの真庭と

か美作地域というのは、辻堂とか、村の堂が多いんです

よね。それはほとんど今もう瓦ぶきになったり、あるいは

トタンぶきになってきています。特にこの真庭市の中は、

ただ単にお堂があるというんじゃなくて、そのお堂を中

心として本当に人々の結束が強くて、盆踊りなんかがそ

こで行われていたりとかすることもあります。特にこの蒜

山地域なんかの盆踊りは、先ほどもちょっと言いました

けれども、かなり歴史的に古いものが残っていて、そのお

堂を改修しようというような話があるときに、ただ単に瓦

ぶきとかトタンぶきとかにするんじゃなくて、かつての茅

葺きのようなものに風景を戻していくというか、歴史的な

風景といったものに復元、修復していくというようなとこ

○茅葺き職人（相良育弥）　ワークショップもすごくたく

さんやっているんですけれども、年々、何だろう、参加者

が増えたり、あとお母さんと子供というセットになってき

たなというのがあって、やっぱり子供、まちに住んでいる

と、なかなか自然と接する機会がないんで、子供に何か

そういう自然に触れさせたり、文化的なことをさせてあげ

たいなという需要というか、思いがあるみたいで。そうい

うお母さん方がたくさん近年、何か参加してくれるように

なって、潜在的に、特にコロナから後はワークショップ

あまりできていないんですけれども、逆にコロナから後

のほうがそういうものに参加したいという声が強くなっ

たり、増えたりしているような感じは、最近の感触として

あります。

○茅葺き職人（沖元太一）　僕、最近あれですけれども、

学生さんたちと一緒に茅刈りとかしていると、仕事、自分

の職業は職業で、茅刈りとか自然とか何かそういう自分

が体を動かして楽しむことは楽しむことみたいな、何か

ちょっとこう割り切った考え方なのかなというか。だけれ

ども、全く興味がないわけではなくて、やっぱり関心が

あって、だけれども、だからといって、茅葺き職人になり

たいとかではないんですけれども。何かそういう関わり

方も結構最近多いのかなというか。その分、気軽にとい

うか、ちょっととにかくやってみたいといって関わってくる

人も多いのかなって思うのと、あとは、なかなかそういう、

ふだん身の回りのものって、何かそういう、例えば自然の

ものであったり、自分が何か体験したりとか、なかなか

ないのかなというか、それをあえてそれこそ休みの日と

かに、それを求めて郊外に行ったり、何かそういう体験

のワークショップに参加したりとか、何かそういう風潮と

いうか考えを持っている方が多いのかなというふうには

感じます。

○司会　なるほど。休みの日だけ、例えば蒜山に来たり

とか、何かその中で自然に触れあったりとか、そういう部

分ですかね。前原館長にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、そういった地域をつくっていったり、盛り上げて

いくようなところがなかなか難しいという話もさっき会っ

たんですけれども、外の人がうまく入ってみたいな、連携

の仕方みたいなところは、これまで蒜山というのはあっ

たんでしょうか。もしあったとしたら、どういったものが

あって、それが参考になるんでしたら、どういったことが

今後考えられるとか、ちょっとそういった外の視点の入

り方みたいなところについて、教えていただけたらなと

いうふうに思うんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　蒜山地域というの

は、やっぱり観光の地としてやってきたので、よその方が

訪れて自然と楽しむ、あるいはこういう施設を楽しんで、

思い出とかよいところを持ち帰るということの繰り返し

であったわけなんですよね。だから、そういう意味では、

やっぱりこの蒜山の地で何か行うことでいいますと、観

光といったものと結びつかないところはちょっと難しい

んじゃないかなと思っています。地元の人たちがそれに

関わっていくということが、先ほど、特に草原との関わり

というのは希薄になってきたというお話を申したんです

が、やっぱり山焼きとかを行うという行事のときに、地域

の人々が参加できる余地というのはまだまだ実はあるん

じゃないかなと。その技術的なところの伝え方とか、ある

いはそのときのかつての経験をお話ししてもらうとか、あ

るいはそういう都市部からお越しになった方々に、この

地域の歴史はこうだったんだよとか、あるいはその地域

で取れたもので一緒にねぎらいをするとか、振る舞うと

か、そういうふうな形での交流の仕方というのはあるん

じゃないかと思うんです。

　これは、草原だからなかなかやりにくいかもしれない

けれども、オーナー制度みたいな、例えば棚田だったら、

棚田のオーナー制度みたいなのがあって、都市部の方

と交流するという、そういう中にあって、田植、収穫、そこ

に地域の人々が関わっておもてなしをするというような、

そういうことは今までもあったわけなんです。この蒜山

地域も、おもてなし文化というのはずっとこう受け継がれ

てきたところですので、特に草原とか茅といったものを

利用したような外部との活動を推し進めるのならば、

やっぱり蒜山地域の人 も々そこに参画できるような形で

加わっていくという形を模索したらいいんじゃないかな。

　それからもう一つは、今のところ山焼きをやっていると

ころというのはちょっとやっぱり人里から離れたところ

なんですよね。だから、観光的要素を求めるときも、求め

にくいところがあるんですが、少し場所なんかを工夫し

たり、地元の了解を得たりして、少し離れたところでも見

ることができるような場所といったものも新たに見いだ

していくとか、そういったようなことも少し考えてみたりす

ると、もうより近くなってくるんじゃないかなというような、

そういう気はいたしております。

○司会　ありがとうございます。

　いろんな活動の見える化というところかなというふう

に思うんですけれども、日置先生もいろんなところで自

然再生活動とか山焼き等やっていると思いますけれども、

そういった何か配慮というか、何か見える化ですね。観

光客だけじゃないと思うんですけれども、そこに住んで

いる集落の方とか観光客の方とかに見てもらう工夫み

たいなところがもし何かあれば教えていただきたいんで

すけれども。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　日南町のホタル

然再生みたいな方法があったりとか、きっかけの話なの

かなというふうに思うんですけれども、前原館長、どうで

すか。六、七年蒜山にいて、新しい草原との関わりみた

いな。昔は、おっしゃったように物を取る場としての関わ

りだった、そこで恋愛みたいな話も昔はあったという話

なんですけれども、逆に今になって出てきている動きとか、

こういった草原の利用が面白いんじゃないかとか、もし

何かお知恵があればお聞きしたいんですけれども。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　何年か住んでいる

中で、新しい利用を進めていくための知恵とか、あるい

は実践が行われているというのは、なかなか見いだしに

くいなというのが現実です。それはやっぱり本当にこの

地域の人々にとってみて、草原というものがかけ離れた

存在になってきてしまっているという現実があまりにも大

きいから。それからもう一つは、これは生物多様性の維

持、その思想と行動というのは本当にすばらしいものな

んですけれども、そこを強調するということはとても大事

なんだけれども、そのことによって逆に自分たちとは遠

い世界のものに草原がなってしまったんじゃないかと

いうふうに距離感を感じてしまうというか、むしろ拒否反

応を示してしまうような人も出てきている面もあって、自

分たちとは違う人たちが使っているというか、自分たち

の本来のものだったものを違う人たちが違うふうに利

用してしまっているということの、自分たちでどうしようも

ないんだけれども、どうしたらいいだろうかという悲しみ

みたいなものがやっぱり一方であって、それが多分、新

しい動きをつくっていくというのを距離を置く方向にむし

ろいっているんじゃないかなというのもちょっと実感とし

てはあるんです。一生懸命、生物多様性の維持のために

されている方を否定するわけでも何でもないんですけれ

ども。そういう意味では、本当にどういうふうにその関係

性といったものを再構築していくかということが見いだ

しにくいけれども、見いださなきゃいけないときになって

いると感じます。

　今、日置さんのお話にもあった自然再生という言葉で

すけれども、本当にそのとおりなんですが、景観とか植生

とかを再生していくということと同時に、やっぱり新しい

人 と々の関係性みたいなものをどういうふうに、再生と

いうよりも、構築していくかとか、創造していくかというこ

とを考えなきゃいけない段階になっているのかなという

ふうに思っていて、だから、今の問いに対してはなかな

か答えが見いだしにくいです。それは経済的な利用もあ

るかもしれないし、それから、そうですね、地域の人々の

癒しの場として活用するとか、いろんな多分目的があっ

て、ただ、いろんな多様な目的を持った人が集まるけれ

ども、実際にそれを行うための共通するテーマとしては、

火入れ、山焼きがあるとかですね。そういったところの同

じ自然との共生といったようなものの価値を共有する

人々たちによる、先ほども言いましたけれども、緩やかな

関わり方というものを求めていくという、何か一つの目的

だけに執着していくという方向性ではない形にしていか

ないと、これからはやっぱり草原と人々の関係というも

のが必ずしも協調的にいかないんじゃないかなという

心配のほうは持っています。もちろんそれは否定してい

るんじゃなくて、これからいい方向に向かっていくための

方法を見つけたいという、まだそこの段階じゃないかな

というふうに思っています。

○司会　ありがとうございます。なかなか難しいというご

指摘と緩やかな関わりというキーワードが出たのかなと

いうふうに思いますけれども、日置先生、何かそういった

ところについてアドバイス等ないでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　アドバイスという

のは難しいんですけれども、まさにそれこそがこれから

の課題ですね。自然再生と人の関係性の再生ということ

は、一くくりにしてやっていかないと長続きできないんだ

ろうと思います。

　１つ、さっきの茅の話に戻るんですけれども、鏡ヶ成で

ずっと草刈りをして維持してきた人たち、休暇村の人た

ちはすごいと思うんですね。ただ、刈った草の搬出まで

はできないんです。あくまでも刈りっ放しなんです。搬出

すればバイオマスが減って、野草とかにいいということ

もご本人たちも分かっているんだけれども、できないんで

す。３年前に１回やってみようよというんで出してみたの、

草を。そうしたら、あまりにも大変で、草を刈る時の倍ぐら

い、草の搬出に大変でした。そうなるとやっぱり翌年か

らやめようってなっちゃったんですが、草は利用しない

限りは絶対搬出しないよなということはつくづく身をもっ

て分かりました。昔は使うから出した、それがよかったん

ですけれども、今、使わなかったらどうしようもできない。

使うことがいかに大事かということをそのときに身を

もって知りました。

○司会　まさに利用という部分の大事さについて教えて

いただいたのかなというふうに思います。地元との関わ

りという部分では、なかなか自然という部分の文脈だけ

じゃ難しいという、前原さんのご意見ごもっともかなとい

うふうに思うんですけれども、逆に相良さんとか沖元さん、

結構、都市部でもイベント等やられていたりすると思うん

ですけれども、そういった都市部の方の茅への目線とか

自然への目線みたいなところについて、いろいろね、イ

ベントでの参加者のお話とか実感とか、そういったとこ

ろでちょっと教えていただけないかなというふうに思う

んですけれども、いかがでしょうか。

ども、一緒にそういう何か同じような志を持っている人

が集まって、今まで知らなかった人が知り合っていくと

いう、それが楽しいというのはすごくあります。その一つ

の手段として、直会とかの、飲み会みたいな、今はなか

なかできないけれども、そのうちできるようになると思い

ますが、そういうのが大きいと思いますね。だから、そう

いう会は必ずやったほうがいいんだと思います、作業

の後に。すぐ解散だと、ビジネスみたいなのはあまりよく

ないと思いますね。

○茅葺き職人（相良育弥）　何だろう、草原って、最近

ちょっとあまり身近じゃなくなっちゃったと思うんですけ

れども、僕らがまだ子供の頃は空き地とか原っぱとかた

くさんあって、茅場なんかもそうなんですけれども、比較

的安全に自然の中で楽しむことができるというか、何か

山とかに行っちゃうと、ちょっと危険も多かったりですと

か、命に関わるような生き物がいたりとかするんですけ

れども、草原って、人間と自然のちょっとお互いの間に存

在するちょうどいい空間というか。なので、人間が人間ら

しくもありますし、そこで自然を感じることもできますし、

何かちょっとこう現代、恐らく人間と自然の関係って大分

離れちゃっているんですけれども、何かそういう、現代人

が自然と関係を取り戻すための場としてもう一度機能す

るんじゃないかなと思うので、例えばお子様がいる家庭

とかだったら、子供を自然に触れさせてあげたいけれど

も、いきなり家族で山を登るのはちょっと危ないから、草

原でちょっと遊んでみようと。そこにいろんな動植物がい

て、それを観察してみようみたいな。田んぼにちょっと近

いと思うんですけれども、何かそういう場として、草原の

関わり方とか使い方とかいうのがまた生まれてきたらい

いなと。何かその辺が現代における草原の魅力かなと

いうふうに思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　そうですね、もう何かぱっと

思い浮かんだのは、うそつかなくていいというか、気持ち

よかったら気持ちいいなとか、茅刈っても、本当、自分が

刈った分しか刈れないし、何かそのままでいれる場所な

んだなというのが、ちょっとぱっと聞いたときに思い浮か

んで、それが今、お二方言われたようなことにつながっ

ていくのかなという気がしました。

○蒜山郷土博物館長（前原茂雄）　草原というものが、

やっぱりほかの地形と何が違うんだろうかなというふう

に考えたときに、開放感だと思うんです。それから、日常

の村里に住んでいるところから、先ほど私の話の中でも、

少しこう子供さんをあやしたりとか、家族との争いとかに

疲れて行ったりとかいうこともありました、恋愛もそうで

す。つまり日常の世界の中にある、範疇にあるんだけれ

ども、その中にある非日常というか。そういったものの空

間が草原でもあるんじゃないかと思うんですよね。つま

りどういったらいいんですかね、集えるとかっていうもち

ろん面もあるんだけれども、むしろ孤独を感じるとかで

すね、それから人生を見詰め直すとか、そういうふうなこ

と。例えば私なんかも、疲れておりますから、時々草原に

行きまして寝転がっております。ちゃんと真庭市の市有

地の草原に転がっておりますけれども、そういうときに、

やっぱり自然と一体になっているということで癒される

こともあるし、一体、何のために自分は生きているんだろ

うかなとか、なぜ蒜山にいるんだろうかなとかいうような、

自分を見詰め直すというか、生産活動だけじゃなくて、

知的な思想の生産といいますかね、経済的な生産だけ

じゃない。そういったものを行っていく。やっぱり自分の

生き方みたいなものを見詰め直したり、再構築したりす

るというところにも、僕は非常に大いに意味がある場所

じゃないかなと思っていて、日常の中にある非日常の場

所という、そういうものの一つとしても僕は位置づけられ

ていいんじゃないかなというふうに思っていますし、そう

いうのをほかの人も実は求めているんじゃないかなと

いう気もしているんですよ。そういうふうに思います。

○司会　ありがとうございます。

　今、４名のお話を聞いてすごく感じたのは、昔は資源

の生産の場だったんですけれども、今はどちらかという

とつながりをつくったり、仲間をつくったり、それから自

分を見詰め直したり。心の中をどうするかという部分に、

草原だけでなくて、自然全体そうだと思うんですけれども、

大事になってきたのかなと。まさに自然とどうつながるか

というところをこれから深く考えていくことが大事なん

じゃないのかなというふうに思いました。ありがとうござ

います。

　まだまだお聞きしたいこともたくさんあるんですけれ

ども、そろそろお決まりの時間ですね、３時になりますの

で、トークセッションはこの辺で終了したいと思います。

　４名の方に拍手をお願いします。（拍手）

　ありがとうございます。

　この後、先ほど茅葺き職人さんのほうにサイクリング

センターのほうをご案内いただけるということでお話い

ただきましたので、これから10分程度、茅葺き職人さん

のほうにあちらご案内いただければというふうに思い

ます。ちょっと準備をしたら出発したいと思いますので、

もしこの後もお時間ある方はご同行いただければと思

います。

　では、こちらでこのシンポジウムのほうは終了させて

いただきます。

　本日はお忙しい中、皆様どうも最後までありがとうご

ざいました。

の例は非常に分かりやすいんですけれども、もう地元

の熱意なんです。あれは外の人はほとんど全く関わって

いません。地元の思いは、もう本当に家が１軒か２軒し

かなくなっちゃったところを何とかしようということで、

何が何でもやるという意志が強いんですね。全国のホ

タルのサミットまで招聘するような勢いだったんですけ

れども、そういう力もあるんですよね、地元にはね。でも、

そういうのを引き出すとか、それから、外から関わって

いる人と関係をつくるというところがとても難しくて、時

間がかかっていますね。時間がかかっているけれども、

できないことはない。

　だから、具体的に完全に見える化するというノウハウ

を私はまだ別に持っていないですけれども、何かあるん

じゃないかと思います、共通項は。

　１つ、逆の例ですけれども、蒜山の火入れは私も時々、

時 と々いうか、毎年お手伝いに来ているんですけれども、

前はね、おもてなしがあったんですよ。そのおもてなしは、

おもてなしじゃなくて、地元の人たちの集落のねぎらい

だったんですね。そっちが楽しみで山焼きしていたんだ

と思うんですが、外からの人が中心になったら、それが

なくなったので、何か終わりました、解散というのがすご

い味気なくて、やっぱり何かおいしいもの食べたいじゃ

んとかって思う。そういうものが復活して、そこで地元の

人との関係ができたら、それをきっかけに広がるんじゃ

ないかなというふうに思います。

○司会　ありがとうございます。多くの人を巻き込みなが

らというところなのかなというふうに思うんですけれども、

茅葺きも同じようなところがあるのかなというふうに思

いまして、例えばワークショップとか、あとは、昔でしたら、

結みたいな形で集落の方が茅葺きをやっていたみたい

な話も聞いたことがあるんですけれども、そうやって茅葺

きを通じて集落の輪が広がったりとか、今ですとそう

いった同じ志を持つ人の輪が広がったりみたいなとこ

ろは、今でもそういった結みたいなところは残っていた

りとか、何か活性化というか、そういったところに茅葺き

が使われていたりというような事例はあるんでしょうか。

○茅葺き職人（相良育弥）　どうなんですかね。意外と

あるんかな。その何だろう、結とか伝統そういう相互扶

助のシステムがあって成り立っていてというお話なん

ですけれども、結って裏を返せば血のおきてなので、そ

れに参加しないと村八分になるみたいなという強制

力があったから成り立っているというところもあるんで

すよね。

　さっき日置先生がおっしゃったように、おもてなし、直

会があるから人が来たとかっていうのがあって、茅葺き

のいろんな取組を見ていても思うのが、何か続いている

ところというのは大義名分があるか、何かの快楽がある

という。快楽というと何かちょっと誤解を招くような言葉

ですけれども、楽しみであったり、自分にとって何かこう

満たされるようなものが得られるきっかけがある。例え

ば何か新しくいろいろ作っているのも、何か格好いいか

らとか、最近だとＳＤＧｓだからみたいな理由もあるんで

すけれども。きっかけは何でもよくて、そのきっかけから

茅葺きの持っている奥深さに導いていけるかどうかとい

うところが大事なので、なので、そういうところをしっか

りと今後つくっていく、表層的に終わらないように、ちゃ

んとあれも蒜山の茅を使っていますみたいなところまで

含めて伝えていったり、そういうみんなにとっての何か

の快楽が、喜びが得られるようなきっかけをつくってい

くというのが多分、我々世代の仕事かなというふうには

思います。

○茅葺き職人（沖元太一）　結というのは、お互い様み

たいなところも昔、多分あったと思うんですけれども、み

んな茅葺きが多くて、今年うちだから、来年そっちみたい

な。だけれども、今はもうお互い様がもう成り立たないと

いうか、実際、僕らが仕事に行くところでも、家の人が手

伝えればまだいいほうで、もうやっぱり働きに出ている

から、ちょっと皆お願いしますということも多いし。なか

なか生活のスタイルが変わってきていると、昔ながらの

それを何かこう結みたいなものを維持していくのは難し

いと思うんですよ。

　ただ、今、相良君みたいに、何かこう違う形というか、

何か違う形であったり価値観であったりとか、何かそこ

でまた相互扶助であったりとか、何かそういうことという

のがどうやっていったらいいのか分からないですけれ

ども、これからだからこそ生まれてくるものでもあるのか

なとは思ったりもします。

○司会　ありがとうございます。

　やはり楽しさというのは一つのキーワードなのかなと

いうふうに思います。

　ちょっと時間も短くなってきたんですけれども、ちょっと

変な質問なんですけれども、草原とか、自然でもいいん

ですけれども、茅葺きでもいいんですけれども、どこに楽

しさがある……、さっき前原館長のお写真だと、草原で１

杯やっているような写真があって、楽しそうだなって私

思ったんですけれども、どういったところに具体的に自

然と触れ合う楽しさがあるのかというところについて、

ちょっと皆さんにお聞きしたいんですけれども。日置先

生のほうから順番にお願いしてもよろしいでしょうか。

○鳥取大学農学部教授（日置佳之）　仲間ができるとい

うのがすごく大きいと思いますね。一緒に作業をして汗

を流す、そこで技が身につくということもあるんですけれ
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま



��

原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。
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